第１回　就学前教育・保育施設検討部会議事要旨
Ⅰ．開催日時　　　平成２３年３月１４日（月）１５時３０分～１７時
Ⅱ．場　　　所　　　防災センター２階　研修室３

Ⅲ．出 席 者　　　子ども権利委員３名、オブザーバー６名、事務局３名
(欠席)子ども権利委員２名
Ⅳ．内　　　容
１．メンバー紹介

（事務局より、メンバーを紹介）
２．部会長選出

（名張市子ども権利委員会規則に検討部会に部会長を置くことの規程がないことから、権利委員会の委員長が部会長になることについて、事務局が提案し、参加メンバーに承認を得る。）

３．部会長あいさつ

４．議事進行

・　権利委員会への諮問事項について

（市長が権利委員会に諮問した諮問書を事務局より説明）

・　名張市就学前教育・保育に関する検討委員会の提言書について

（平成２０年３月に名張市就学前教育・保育に関する検討委員会から受けた提言書を事務局より説明し、当該検討部会がその提言書掲載事項に基づき審議していくことを事務局より提案）

・　検討部会での審議方法について

（提言書に基づく審議事項と今後のスケジュール案を事務局より説明）

・　名張市における幼稚園・保育所施設の現状の説明

（幼稚園・保育所の定員、入所児童、設置状況等を事務局より説明）

・　審議事項の内容
○先の名張市就学前教育・保育に関する検討委員会では、既存施設を最大限有効利用して、待機児童対策等の様々な問題解決に向けた議論を行ったが、その方向性は、今回の検討部会も同じ。

○次回の会議までに、最新の「こども園」に係る国の情報と名張市の待機児童の状況（平成２２年度の毎月の状況等）を事務局より提示し、それらの状況を踏まえ、幼保一体化をするかどうかの議論を行っていく。

○子ども園の取組は、公立も私立も含めて検討していく。幼稚園においては、その建学の精神等により子ども園への移行を懸念しているところも全国的にはあるようなので、今後議論する。

○特別保育として当市では実施していない「病児・病後児保育」や「夜間保育」などの保育サービスを実施するのには、保育士の配置が必要となってくるが、それを私立で担ってもらうには難しいことから、将来、名張市の保育として取組んでいくとしても、そこに公立と私立の役割を定める必要があるとして、そのことを協議する。

○保育所の適正規模、適正配置については、定員の話だけをすれば、それに満たない施設については、小学校同様に統廃合の話をしなければならないことになるが、提言書のなかにも掲げられている「保護者が自分で歩いていける範囲で、在宅の子育て支援を行える体制・環境づくり」について、地域の保育所がこれを担っていくことの必要性を議論し、地域毎に配置された施設を位置付けていく。

○こども園に関しては、国の動向が定まっていないが、仮に私立の幼稚園がこども園に移行する場合は、保育所施設として必要な給食施設の設置が必要となることから、事前に整備をすることになるため、保護者にはその計画が立つ前に周知する。

５．その他

・　次回の会議の日程調整
（次回の会議は、４月～５月頃になることから、メンバーの中には役員改選により代わられることも想定できることから、後日、事務局で日程調整を行う。）

1

